
























































































事をやっ りまして、どうしても伝統である東車同文会の事業等々について、考えていかねばならぬという考えを持っておりまし 、この事業を考える際に持よりも中間の研究者が、どういうふうにおや与になったかという点について、非常に関心を持って たわけであります。同文会が経営したのが伺文書院大学で、上海の想外にご
、さいまして、もちろんそれ 対する中器開の評揺がどうかというものがこういうことに関係してくるわけでございます。実は、戦後五十年近くたって、こう う問題につ て、今まで窃究なり、あるい法調査なり ある 辻 間関研究者の意見を見たり、研究した のも、あげ み らなかった
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それで一一一年前ですか、紫光生に今の問題について率護
におたずねしたところ しばらく から、ひとつ上海に残された東亜同文書院の資料などです これについ調べてみよう、それからま 若手 とも相談してみようという返事をいただいた。
同文会、同文書段関係の資料ということになりますと、
もう日本で所蔵されているのは、愛知大学以外にはない。憶に多少、外交資料館、東洋文庫などにもあ乃 す汁れども、これはやはり一番まとまっているの辻 愛知大学の霞出文庫である。そして侍留か 黄先生と手紙をや とりしたり、あるいは私も二回ばかり参りまして相談した結果やはり上海に残された資料について収集するには、問題る資料について仰照合することが不可欠であると うこ に
なります。せっかくおいで額うからには、上海の開港百五十題年記念学会で報告されておられる、先生の最も力を注いでいらっしゃる迂政権につい も、お話し腰、つということにしてきたわけでごさいますが、まさしく先生の今日の自的は、愛知大学の本にあるわけでございまして、ようやくそれが実現したということであり 。同文書院関係資料の収集というのは、いったん分散した
ものをもう一割集め みるということでありまして、践的はやはち、その資料を通じて持来の中間研究に資するということにあるわけだし、そう うことを通いしてですね かつての同文会、同文書院の ろん 事業 歴史の中 、容観的な評価の場を与えるということがあると思うわけ あります。そういうことで私は私なちに考えてきたんですが、いざ、黄先生がおみえに争って、その後の上海にあ 同文書院安料の収集をすすめられてきたのをお開きす ころ、やはり、そう簡単じゃあない、とい こ が分かっ 。ぞれについて先生からお話しがある 忠、つんですが、 だま国書館に行ってまいりま て、非常に短待問でした ですが、そういう方面の資料を見たわけです。 して多少お話しを開いたんですが、中国の大学、復旦大学でいいと思うんで けど、彼自一大学の震史系立関 る盟書の中にですお、「文部省別金持仕のようなも はない
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初めてここでみ
た。同文普段学生の謂査旅仔報告書も、見た はないというようなお でした。それで転はつくづく、 五十年間の荷者の断絶といいますか、あるいは硯究者同士 溝といいますかもこれ辻大きなものと寵感したわけでご、ざます
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いたします。私の研究はまだまだ不十分で、これにとりかかったばかりなので、よろしくお頼いします。次にいくつかの方詣を合わせて、その紹分をいたします。最初の問題は、東亜問文書読に関連する現存の資料の爵査についてご紹介いたします。私が知っているところによりますと、東亜同文会の、中国所織の資軒は二つの特徴を持っています。一番目の特徴は、第一次資料が少ない いうことであり、一一帯臨の持徴は、各地に散在しているとうことです。私の調査によりますと、中盟、主に上海、北京、南京などの地区で諜存されている東亜間文会関係の資料は のとおりです。一番吾は、開文会に関する震史文絃であります。その中には、東亜同文会創立当初に関わり ある文献、ぞれから会員の名簿、出安者の名薄 経費を記した明細書および許務報告書などです。二番昌は、東亜同文会 出厳格です
9
その中は、また向





















































































































"11 文i’IF－＜ ，記念Ill R 
まだ健在されて
いる同窓生、これらの人を集めて回想録を書いていただくことです。第五は、一九四六年、国民党教育部京福特派員事務所が、


































































































































いう法統は、まあ楽蕃堂の頃から引き継いでいるんではないか。そういうふうな見方で、研究するということに意義があるんではな かと思います。もう一つ、これも感想ですけども、東亜問文会というのは学校系としては東亜開文書院に一番重点があるんですけれども、その他に天津に天津同文書院、あとで天津中日中学校とか、天津中日学院と名前が変わる。あるいは漢江に江漢中学、あるいは東京にも比較的援期間だろう 思いますけれども、東京降文書院 こ 天津とか漢口とか東京の、東京は短いでしょうけれど 、主に中留の若い青年をですね、日本の 校、東亜同文会の系列の学校に入れて、教育するという。そう う課題もあったろ ということでして、そういうもののですね ある はどういう人 、中国のどういう方がそ いう こへ入ってきたか。ある はまあその後どういう活躍をしているか。そういう のも研究のテ
i
マになりうるんではないかというのが、私の感想








フランスの震旦大学、それから日本の東亜同文書続大学がありました。なかでも 同文書控は特徴がある。外国の大学は中間人を入学させて教育したが、同文書院は日本 学生を教育した。 だ、読期間ごく少数の中頭入学生が入学しただけであります。この点、他の大学と全く異なる点に研究する価値が ると思います。萄会まだ、いろいろあると患いますけれども、予定の時間がきました。この とにも若干質問があるので 少し専門的なお話しでごぎいますので、一応これで密談会は終わらせていただきま 黄先生、長時間ありがとう ざいました。以上で座談会を終わり 。どうも本日はありがとうございました。
これは一九九三年十一月二十九日、愛知大学記念会館第ニ会識室で行なわれた東亜同文書院をめぐってと題する賛美真教授の講演内容である。なお、当日‘別に注精衛政権についても論及されたが、この分は割愛した。（文費編集部）
1 磁頓r,,uc脊t,1;研究をめぐって
